
項　　目 型　名 材  質 使用pH範囲用途・主な測定対象イオン サイズ（内径×長さ）mm
◆主なカラムの仕様

イオンクロマトグラフ
ICA-7000

◆オールインワン、コンパクト設計
◆サプレッサ方式とノンサプレッサ方式の
両方に対応

◆イオン除去装置（オプション）の増設により
高感度の陰イオン／陽イオン分析が可能

注1）用途・主な測定対象イオンは、代表的な項目を記述しています。
注2）測定項目、測定内容により使用するカラムは、変更されることがあります。
注3）適切なカラムの選択に関しては、お問い合せください。
注4）カラムの改良は予告なく行われます。

各種カラム例

快適な分析をサポートする
多彩な機能を搭載したニューモデル
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4.6×50
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4.6×1.0

SUS
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PEEK
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SUS

PEEK
PEEK
SUS
PEEK
SUS
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PEEK

PEEK

PEEK

pH2～pH8
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pH3～pH12
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4.0×150 PEEK pH3～pH12

pH1～pH13
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pH2～pH8
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pH2～pH12
pH1～pH13

pH2～pH12

pH2～pH12
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pH2～pH7
pH2～pH12
pH1～pH7
pH1～pH7

pH1～pH14

pH1～pH14

pH1～pH14

ノンサプレッサ分析・無機陰イオン
ノンサプレッサ分析・無機陰イオン
サプレッサ分析・無機陰イオン
サプレッサ分析・無機陰イオン
(ハロゲン酸イオンの分離に特長がある)

サプレッサ分析
(酢酸・ギ酸と無機陰イオンの分離に特長がある)
ノンサプレッサ分析用カラムとしても使用可能

サプレッサ分析・無機陰イオン
(ハロゲン酸と標準的７種陰イオンとの分離に特長がある)
サプレッサ分析・無機陰イオン
(ハロゲン酸と標準的７種陰イオンとの分離に特長がある)
サプレッサ分析・無機陰イオン
(硫酸イオンと亜硫酸イオンの分離に特長がある)
サプレッサ分析・無機陰イオン
(亜リン酸・リン酸・亜硫酸・硫酸イオンの分離に特長がある)
サプレッサ分析・無機陰イオン
（水酸化ナトリウムを溶離液に使用できる）
PCI-201S用ガードカラム
PCI-211用ガードカラム
PCI-205/206/230/240/245/290、AN1用ガードカラム
AN300B用ガードカラム
ノンサプレッサ分析・アルカリ金属イオン・アンモニウムイオンの分析
溶離液を変更しアルカリ土類金属イオンの分析

ノンサプレッサ分析・アルカリ金属イオン・アルカリ土類金属イオンを同時分析
マグネシウム・カルシウムイオンのピーク形状を改善
(ナトリウムとアンモニウムの分離能に特長がある)
サプレッサ分析・アルカリ金属イオン・アルカリ土類金属イオン
PCI-302H用ガードカラム
PCI-322用ガードカラム
PCI-390用ガードカラム
有機酸・弱酸分析
PCI-306用ガードカラム
糖類分析用
（水酸化ナトリウムを溶離液に使用できる）

PCI-510用ガードカラム
(ホルダー1個とディスク5枚から構成)
※初めて購入される場合は、こちらを選定ください

PCI-510Gの交換用ディスク
(ディスクのみ5枚入り)

陰イオン分析用

陰イオン用ガードカラム

陽イオン分析用

陽イオン用ガードカラム

有機酸分析用カラム
有機酸分析用ガードカラム

糖類分析用カラム

糖類分析用ガードカラム

PCI-245

PCI-290

https://www.toadkk.co.jp/
https://www.toadkk.co.jp/support/movie/ica7000.html


新たなイオン分析環境とデータ処理環境へ
イオンクロマトグラフ
ICA-7000

1

2 3

4 5

1
3
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サプレッサ
ポンプユニット

ポンプユニット

脱気ユニット

インジェクター

最大収納数を1台(従来品)から
2台に増加。

新型脱気ユニット
は標準2流路仕様。

2chまで設置可能。

2

4

恒温槽
 カラムを
水平に収納でき、
メンテナンス性を向上。
内部に電気伝導率
　　検出器を搭載。

新型ポンプの採用で、エアの混入を防止。
送液の安定性向上。

プランジャーシールの消耗軽減。

オールインワン、コンパクト設計　2chシステムでも同一サイズ
◆本体装置(メインユニット)は、検出器、ポンプ、表示部、操作部、カラム恒温槽等の全ユニットを収納、一体化。
　装置の設置スペースを削減しました。
◆高感度分析対応として低レンジを追加しました。

サプレッサ方式へのシステム対応により
高感度分析を実現

広範な分析ニーズに対応

USB通信による機器制御とデータ処理

オールインワン
コンパクト設計
オールインワン
コンパクト設計

サプレッサ方式
ノンサプレッサ方式
両方に対応

サプレッサ方式
ノンサプレッサ方式
両方に対応

優れた拡張性優れた拡張性

広範囲な分析ニーズにお応えします。

サプレッサポンプユニット
（本体組込用）/ケミカルサプレッサ

電気化学検出器

◆ポストカラムリアクタとの組み
合わせにより、シアン／臭素
酸（上水試験法）の分析も可能
です。

◆電気化学検出器との組み合
わせにより糖類などの分析
が可能です。

ポストカラム
リアクタ

電解再生式
イオン除去装置

ユニット化された機器構成により、優れた拡張性
◆ポンプユニットなどを増設し、最大3chのイオンクロマト
　装置が構築可能。　新型ポンプの採用で、安定送液が可能。
◆サプレッサ用除去液ポンプを2台収納可能。
◆カラムを水平収納しメンテナンス性がアップ。
◆新型脱気ユニットは標準2流路仕様。

脱気ユニットポンプユニット 恒温槽

カラム収納部分は
引出し可能

◆本体装置とデータ処理装置PC
との通信はUSBで行い、市販
のRS-232C/LAN変換アダプ
ターを使用することにより遠隔
での操作も可能です。
◆専用ソフトウェアをインストー
ルするだけで、すべての操作が
PCから行えます。

イオン除去装置（電解再生方式）の
増設も可能
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誰でも簡単に
多項目のイオンを同時測定

イオンクロマトグラフ法を採用し、陽イオン6項目
または、陰イオン7項目を同時測定

誰でも使える簡単操作

イオン分析計
IA-300

イオン分析をより簡単に
より身近に！

イオン分析をより簡単に
より身近に！

陰イオン：PO₄､F､Cl､NO₂､Br､NO₃､SO₄
陽イオン：Li､Na､NH₄､K､Mg､Ca

測定はサンプルを注入するだけでOK！
データの解析や演算は装置自体が自動で行い、
測定結果を表示・印字します。

陰イオン測定にサプレッサ法も対応

多検体の自動測定による省力化を実現
別売のオートサンプラを接続することで、
多検体の自動測定が可能です。

IA-300
製品紹介・お役立ち動画

当社ホームページやYouTube にて、
IA-300 の特長や、セットアップなどの
動画をご紹介しています。

https://www.toadkk.co.jp
https://www.toadkk.co.jp/support/movie/ia300.html


◆表示・印字例
印字例印字例

＊校正結果の印字例です。
　校正結果はプリンターの
　設定によらず無条件で印
　字されます。

定量値とクロマトグラムを表示・印字できます。

校
正
デ
ー
タ
表
示
例

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
ム

測
定
デ
ー
タ
表
示
例

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
ム

ヘッダー

クロマトグラム

校正結果
溶出時間（RT）
面積値（Area）

校正年月日

測定条件

S：開始時圧力
H：中間時圧力
E：終了時圧力

指定溶離液の型名
現在設定されている流量値
注入量
指定校正液の型名
理論段数
分離度
開始時の電気伝導率

（1）： 使用可
（2）： 交換時期近い

校正判定結果

開始時のセル温度

陰イオン陰イオン

陽イオン陽イオン

※記載の測定モードは一例です。その他の測定モードについては、お問い合わせください。

型　　名
価　　格
測定方式

測定項目

サンプル計量
測定モード※

測定範囲

測定時間
カラム恒温槽
検出部
プリンター
出　　力
電　　源
本体寸法
質　　量

IA-300
ノンサプレッサ型：￥1,600,000　　　サプレッサ型：￥1,650,000　　　（カラム、校正液、溶離液、除去液は別売）
イオンクロマトグラフ法
陰イオン：PO４、F、Cl、NO２、Br、NO３、SO４
陽イオン：Li、Na、NH４、K、Mg、Ca
ル－プカット方式　ループ容量20 μL または 200 μL
サプレッサ陰イオン測定（カラムPCI-205使用時）
測定項目
PO４
F
Cl
NO２
Br
NO３
SO４

15分
40±4℃
電気伝導率検出
サーマルプリンター内蔵
アナログ：0～1V　　デジタル：RS-232C
AC100V　50/60Hz
約190(幅)×470(高)×530(奥)㎜
約18kg

20 μLループ
0.250～100.0 mg/L

0.050～50.0 mg/L

0.100～100.0 mg/L

20 μLループ
0.05～10.0 mg/L

0.25～50.0 mg/L

0.5～100.0 mg/L

0.25～50.0 mg/L

0.5～100.0 mg/L

200 μLループ
0.005～1.0 mg/L

0.025～5.0 mg/L

0.05～10.0 mg/L

0.025～5.0 mg/L

0.05～10.0 mg/L

測定項目
Li
Na
NH４
K

Mg

Ca
18分

◆仕　様

1、2価陽イオン測定(カラムPCI-322使用時)

https://www.toadkk.co.jp
mailto:eigyo@toadkk.co.jp?Subject=HP%ICA-7000%20catalogspecsheet
https://www.toadkk.co.jp/

